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94
ツ
ー
ル
・
ド
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
―
蘭
州
か
ら
張
掖
へ

「
地
球
と
話
す
会
」
の
第
二
回
目
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
蘭

州
か
ら
張
掖
ま
で
の
約
五
〇
〇
キ
ロ
。
参
加
者
男
女
三
十
八
名
。

８
月
９
日
（
火
）
蘭
州
―
苦
水

出
勤
の
自
転
車
の
洪
水
に
逆
流
し
、
公
安
の
サ
イ
レ
ン
に
導
か
れ
、
黄
河

を
渡
り
白
塔
山
の
麓
を
西
へ
と
向
う
。
終
点
ま
で
は
八
日
間
で
走
り
ぬ
く
こ

と
に
な
る
。
国
道
は
割
合
広
い
二
車
線
舗
装
道
路
で
あ
る
。

ポ
プ
ラ
並
木
の
続
く
ゆ
る
や
か
な
登
り
坂
を
二
列
で
走
る
。
隊
列
は

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
、
後
に
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
が
続
き
行
列
を
つ
く
る
。
行

き
交
う
通
勤
者
の
バ
ス
や
村
人
た
ち
か
ら
珍
し
そ
う
に
声
援
が
と
ん
で
く

る
。
慣
れ
な
い
集
団
走
行
な
の
に
手
を
振
り
返
礼
を
す
る
の
で
危
な
っ
か
し

い
。
車
間
保
持
と
路
面
を
見
て
走
る
の
が
精
一
杯
。
景
色
を
見
る
余
裕
な
ど

と
て
も
な
い
。
走
行
四
時
間
余
で
最
初
の
招
待
所
へ
た
ど
り
着
く
。

日
中
は
三
〇
度
を
越
え
、
夜
間
は
一
〇
度
台
に
下
が
り
、
気
温
差
が
激
し

い
。

８
月
10
日
（
水
）
苦
水
―
永
登
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リ
を
山
積
み
に
し
て
、
旅
行
者
や
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
の
休
憩
所
を
兼
ね
た
む
ろ
し
て
い
る
。
麦
畑
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
菜
の
花
畑
が
つ
づ
き
、
豊
か
な
田
園
風
景
が
つ
づ
く
が
、
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
過
ぎ
る
頃
よ
り
農
地
も

果
て
て
、
つ
い
に
周
辺
は
砂
漠
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

村
を
は
ず
れ
る
と
、
街
道
の
ポ
プ
ラ
並
木
も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
と
な
り
低
い
若
木
と
な
る
。
砂
漠
化
防
止
の
植

林
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
谷
川
沿
い
の
大
き
く
左
右
に
う
ね
る
道
を
六
十
分
、
ひ
た
す
ら
地
面
と
に

ら
め
っ
こ
の
末
、
峠
へ
。

烈
風
に
あ
お
ら
れ
て
天
下
絶
景
、
全
員
悲
鳴
の
よ
う
な
歓
声
を
あ
げ
る
。
乾
き
き
っ
た
の
ど
に
ス
イ
カ
が
飛

ぶ
よ
う
に
消
え
て
ゆ
く
。
す
ご
い
食
欲
で
あ
る
。
休
憩
後
、
一
四
キ
ロ
を
一
気
に
下
る
。
全
員
思
い
思
い
に
快

走
を
楽
し
む
。
息
を
は
ず
ま
せ
て
快
晴
の
古
浪
へ
着
く
。

夜
は
す
ば
ら
し
い
星
空
に
誘
わ
れ
て
酒
の
買
出
し
。
皇
台
酒
が
誇
ら
し
げ
に
並
ん
で
い
た
。
夕
食
の
青
島
ワ

イ
ン
は
女
性
に
も
大
人
気
、
膝
の
痛
み
に
ま
で
し
み
わ
た
る
よ
う
だ
っ
た
。

８
月
14
日
（
日
）
古
浪
―
武
威

古
代
の
涼
洲
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
重
要
地
点
と
言
わ
れ
た
武
威
へ
向
か
う
。武
威
は
大
変
立
派
な
街
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
施
設
は
良
く
、
ご
婦
人
向
き
で
あ
っ
た
。
旧
跡
、
寺
院
等
見
る
べ
き
も
の
が
多
く
あ
り
、
体
育
館
風

の
建
物
の
東
農
賀
市
場
―
屋
台
風
の
大
市
場
―
等
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

８
月
15
日
（
月
）
武
威
滞
在

バ
ス
で
田
園
地
帯
を
一
時
間
も
走
っ
て
砂
漠
公
園
へ
行
く
。
十
時
近
く
な
る
と
さ
す
が
に
暑
い
。
ど
こ
ま
で

永
登
へ
向
う
昼
近
く
雨
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
の
辺
り
は
畑
作
地
帯
、
国
道
の
両
側
に
は
農
家
、
畑
、
雑
貨
店
、

食
堂
が
つ
づ
き
、
賑
わ
っ
て
い
る
。
農
家
で
昼
食
の
お
世
話
に
な
る
。
初
め
て
の
土
地
の
人
と
交
流
、
ひ
た
す

ら
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
首
を
ふ
る
の
み
。
こ
の
辺
り
の
農
家
は
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
各
部
屋
は
二
人

住
ま
い
位
の
広
さ
で
、
長
屋
風
に
仕
切
ら
れ
、
入
口
は
別
々
。
床
は
土
間
を
固
め
、
雨
水
を
受
け
て
利
用
し
て

い
る
。
家
具
は
デ
コ
ラ
張
り
が
主
役
顔
に
並
び
、村
人
は
金
色
が
お
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。
質
素
で
は
あ
る
が
、

突
然
の
来
訪
者
に
心
温
ま
る
持
て
成
し
を
し
て
く
れ
た
。

標
高
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
と
な
る
が
、
体
の
異
常
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
膝
の
痛
み
は
何
と
も
防
ぎ
よ
う

が
な
い
。
今
回
は
日
中
の
気
温
は
さ
ほ
ど
き
び
し
く
な
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
消
費
は
少
な
い
。
食
事

は
猛
烈
に
辛
い
。
食
べ
終
わ
る
と
、麻
酔
を
打
た
れ
た
よ
う
に
痺
れ
た
ま
ま
。
食
事
の
度
に
悪
戦
苦
闘
と
な
る
。

８
月
11
日
（
木
）
永
登
―
打
柴
河

三
日
目
頃
か
ら
は
、
辛
い
食
事
と
生
野
菜
の
た
め
か
、
皆
下
痢
に
か
か
り
出
す
。
発
熱
の
た
め
バ
ス
の
乗
車

組
が
増
え
だ
す
。
や
は
り
、
外
地
で
は
強
力
な
胃
袋
に
鍛
え
て
お
か
な
い
と
無
事
通
過
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。

８
月
12
日
（
金
）
打
柴
河
滞
在

打
柴
河
で
の
一
日
休
養
日
に
よ
り
皆
体
調
を
取
り
戻
し
た
よ
う
で
あ
る
。

８
月
13
日
（
土
）
打
柴
河
―
古
浪

コ
ー
ス
中
最
大
の
難
所
と
嚇
か
さ
れ
て
い
た
鳥
鞘
嶺
三
〇
二
六
メ
ー
ト
ル
を
目
指
す
。
峠
ま
で
二
一
キ
ロ
、

七
、八
度
の
長
い
斜
面
を
が
ん
ば
る
。
ま
だ
、
国
道
の
左
右
は
農
家
が
点
在
、
道
路
脇
で
は
ス
イ
カ
、
ハ
ミ
ウ
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も
う
ね
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
時
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
静
か
に
限
り
な
く
広
が
る
砂
漠
。
し
か
し

何
か
が
、
微
か
な
音
が
す
る
よ
う
だ
。
風
に
吹
か
れ
た
小
草
の
震
え
る
音
の
よ
う
で
あ
る
。
砂
が
チ
ャ
リ
チ
ャ

リ
と
流
れ
る
。
や
は
り
砂
漠
は
生
き
て
い
る
。

８
月
16
日
（
火
）
武
威
―
永
昌

武
威
の
街
に
想
い
を
残
し
て
国
道
は
ゴ
ビ
の
砂
漠
の
中
を
進
む
と
、
南
方
遥
か
彼
方
に
祁
連
山
脈
の
雪
の

峰
々
が
白
銀
に
輝
い
て
い
る
。
雪
解
け
の
激
流
が
押
し
出
す
橋
を
渡
る
。
こ
の
豊
か
な
水
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

交
叉
す
る
土
地
が
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
。
本
流
か
ら
引
い
た
水
路
は
甘
粛
農
業
を
豊
か
に
実
ら
せ
て
き
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
村
を
出
は
ず
れ
る
と
、周
り
は
不
毛
の
ゴ
ビ
。
真
っ
直
ぐ
に
つ
づ
く
道
路
と
電
柱
以
外
何
も
な
い
。

何
故
か
道
路
の
上
に
小
鳥
が
落
ち
て
い
る
。
渡
り
あ
る
く
鳥
た
ち
に
も
き
び
し
い
自
然
を
思
わ
せ
る
。
石
こ
ろ

だ
ら
け
の
砂
漠
に
、
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
景
観
に
し
ば
し
佇
む
。

８
月
17
日
（
水
）
永
昌
―
山
丹

ま
だ
薄
暗
く
肌
寒
い
六
時
半
、
目
が
覚
め
る
。
標
高
一
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
永
昌
も
人
々
の
ざ
わ
め
き
が
聞

こ
え
て
く
る
。
今
日
は
山
丹
ま
で
の
一
〇
一
キ
ロ
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
あ
る
。
九
十
九
折
り
の
国
道
を
最
後
の
登

り
と
な
る
峠
を
目
指
し
て
あ
え
ぐ
。

休
憩
二
回
を
含
む
走
行
の
後
、
峠
に
達
す
る
。
も
う
こ
の
辺
り
は
き
び
し
い
気
候
の
せ
い
か
畑
は
見
あ
た
ら

な
い
。
万
里
の
長
城
の
残
骸
が
近
づ
い
て
く
る
。
明
の
長
城
跡
か
ら
な
お
も
延
々
と
ゴ
ビ
の
砂
漠
の
中
ま
で
つ

づ
き
力
強
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
午
後
か
ら
は
強
い
西
風
に
あ
お
ら
れ
て
ゆ
る
い
上
が
り
下
り
の
道
を
よ

ろ
め
き
な
が
ら
招
待
所
へ
駆
け
込
む
。

８
月
18
日
（
木
）
山
丹
―
張
掖

と
う
と
う
走
行
最
終
日
、
張
掖
へ
向
か
う
。

色
々
な
人
々
と
の
出
会
い
、
石
炭
の
煙
の
た
だ
よ
う
村
の
屋
台
め
ぐ
り
、
珍
し
い
食
物
、
夕
食
の
団
ら
ん
等
、

思
い
で
出
を
い
っ
ぱ
い
背
負
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
道
が
つ
づ
け
ば
良
い
と
願
い
な
が
ら
ひ
た
走
っ
た
。
休

憩
の
度
に
け
っ
こ
う
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
す
ば
ら
し
い
旅
だ
っ
た
ね
と
皆
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

今
回
の
隊
員
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
国
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
な
く
し
て
は
達
成
出
来
な
か
っ
た
。
思

い
が
け
な
い
旅
を
あ
り
が
と
う
。
名
残
お
し
い
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
あ
と
に
す
る
。　
　
　
　　

　
（
藤
井 

真
一
記
）

※
『
中
国
紀
行
』
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。
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95
ツ
ー
ル
・
ド
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
―
張
掖
か
ら
敦
煌
へ

『
地
球
と
話
す
会
』
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
参
加
。
北
京
か

ら
蘭
州
ま
で
空
路
、
蘭
州
か
ら
張
掖
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
河
西
回
廊
３
１
２

国
道
（
上
海
―
ウ
ル
ム
チ
）
を
張
掖
か
ら
敦
煌
ま
で
約
六
五
〇
キ
ロ
の
ツ
ー

リ
ン
グ
。

参
加
者
は
、
四
十
五
名
（
男
性
三
十
一
名
、
女
性
十
四
名
）。
年
齢
は

十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
、
平
均
年
齢
は
四
十
八
歳
。
中
国
側
の
サ
ポ
ー
ト

隊
十
名
。

８
月
２
日
（
水
）
張
掖
―
高
台

標
高
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
張
掖
、
朝
六
時
、
気
温
十
六
度
、
湿
度

八
十
五
％
、
爽
や
か
な
高
原
の
朝
。

95
ツ
ー
ル
・
ド
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ス
タ
ー
ト
。
ほ
ぼ
平
坦
な
河
西
回
廊
、

両
側
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広
が
る
。
約
四
〇
キ
ロ
走
っ
た
十
一
時
二
十
分

過
ぎ
、
臨
沢
賓
館
で
昼
食
。
あ
と
で
振
り
返
る
と
、
今
回
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で

は
数
少
な
い
豪
華
な
昼
食
だ
っ
た
。
昼
食
後
約
四
十
九
キ
ロ
走
っ
て
、
高
台

賓
館
に
到
着
。
初
日
の
走
行
距
離
約
八
十
九
キ
ロ
。

８
月
３
日
（
木
）
高
台
―
清
水　
　
　
　
　
　
　

高
台
の
朝
、
七
時
、
気
温
十
六
度
、
湿
度
六
十
六
％
。
今
朝
も
爽
や
か
。
今
日
の
ル
ー
ト
は
、
地
図
上
で
は

登
り
坂
が
あ
る
ら
し
い
。
時
に
は
左
側
に
、
時
に
は
正
面
に
万
年
雪
を
頂
い
た
「
祁
連
山
嶺
」
を
眺
め
な
が
ら

快
適
な
走
行
。
実
際
に
は
登
り
と
い
う
ほ
ど
の
登
り
も
な
か
っ
た
。

三
十
六
キ
ロ
地
点
の
小
さ
な
オ
ア
シ
ス
の
木
陰
で
昼
食
。
付
近
で
は
麦
の
収
穫
中
、
オ
ア
シ
ス
の
麦
秋
。

昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
マ
ン
ト
ウ
、
ゆ
で
卵
二
個
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ビ
ー
フ
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
ス
イ
カ
、
杏
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
。
こ
の
時
は
ま
だ
「
食
堂
で
食
べ
る
よ
り
も
楽
し
い
食
事
だ
」、
木
陰
で
昼
寝
し
た
人

は
「
な
ん
と
も
爽
快
だ
」
な
ん
て
い
う
声
も
聞
こ
え
た
。
地
元
の
お
じ
さ
ん
が
、
杏
を
売
り
に
来
た
り
し
て
オ

ア
シ
ス
の
の
ん
び
り
し
た
昼
下
が
り
だ
っ
た
。

昼
食
後
、
砂
漠
地
帯
の
や
や
下
り
道
を
、
朝
か
ら
約
八
十
三
キ
ロ
走
っ
て
オ
ア
シ
ス
の
清
水
に
到
着
。
清
水

の
手
前
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
炎
熱
に
溶
け
て
い
て
ち
ょ
っ
と
難
儀
。
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
実

力
を
発
揮
、
ス
リ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
の
わ
が
愛
車
は
遅
れ
気
味
。
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
と
心
配
し
た
が
、
清
水
で
本

日
の
走
行
予
定
距
離
八
十
三
キ
ロ
地
点
で
走
行
取
り
や
め
。
バ
ス
で
二
〇
キ
ロ
先
の
酒
花
研
究
所
の
宿
泊
所
ま

で
移
動
。
天
楽
賓
館
に
泊
ま
る
。
シ
ャ
ワ
ー
の
水
も
出
な
い
の
で
、大
の
大
人
が
ち
ょ
っ
と
大
騒
ぎ
と
な
る
が
、

思
い
の
ほ
か
汗
も
か
い
て
い
な
い
の
で
顔
や
手
を
洗
い
、
さ
っ
ぱ
り
。
砂
漠
の
中
ら
し
く
て
良
い
で
は
な
い
か

と
思
う
。
午
後
七
時
二
十
分
、
夕
陽
が
赤
く
輝
き
、
天
空
に
は
美
し
い
半
月
が
。

８
月
４
日
（
金
）
清
水
―
酒
泉



1415 ツール・ド・シルクロード 1994-1999

七
時
、
気
温
二
十
二
度
、
昨
日
の
走
行
終
点
地
点
ま
で
約
二
〇
キ
ロ
を
バ
ス
で
戻
り
、
ス
タ
ー
ト
。

昼
食
は
、
小
さ
な
オ
ア
シ
ス
の
食
堂
で
中
華
う
ど
ん
、
ト
マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
に
ん
に
く
炒
め
、
茄
子
炒
め
、

焼
き
豚
な
ど
。
結
構
う
ま
か
っ
た
。
お
茶
を
何
杯
も
飲
ん
だ
。
約
七
十
八
キ
ロ
走
っ
て
酒
泉
到
着
。
張
掖
か
ら

約
二
四
〇
キ
ロ
走
行
し
た
。

昨
日
の
宿
で
は
水
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
の
酒
泉
で
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
が
、
期
待
通
り
水
の
出
の

良
い
こ
と
。
さ
す
が
大
き
な
オ
ア
シ
ス
だ
。
酒
泉
に
は
ス
ラ
リ
と
し
た
背
の
高
い
人
、
目
の
パ
ッ
チ
リ
し
て
愛

ら
し
い
人
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
酒
泉
賓
館
に
着
く
と
、
五
月
に
中
国
語
を
習
っ
た
北
京
大
学
の
付
民
老
師
か
ら
手
紙
が
届
い
て
い
た
。

「
祝
賀
您
順
利
到
達
酒
泉
！･････
沿
線
看
到
不
少
中
国
人
、听
到
中
国
人
説
話
、了
解
了
中
国
的
風
土
人
情
、

体
会
到
了
、“
自
己
労
働
”
的
艰
苦
、鍛
錬
了
身
体
、
这
真
是
一
項
絶
好
的
活
動
、酒
泉
、酒
的
泉
、一
定
不
少
酒
、

您
是
海
量
、
可
以
杯
暢
飲
、
但
別
忘
了
、
第
二
天
还
要
騎
一
四
一
公
里
呢･･･

」

要
す
る
に
、「
酒
泉
は
酒
の
沢
山
あ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
お
前
は
大
酒
飲
だ
か
ら
翌
日
一
四
一
キ
ロ
も
走
る

の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
の
温
か
い
心
遣
い
の
お
手
紙
だ
。

酒
泉
賓
館
は
す
べ
て
北
京
市
内
並
の
施
設
。
カ
ラ
オ
ケ
も
北
京
並
に
太タ
イ
グ
ィ
ラ

貴
了
（
高
い
）。

８
月
５
日
（
土
）
酒
泉
滞
在
、
休
養
日

酒
泉
公
園
、夜
光
杯
工
場
な
ど
の
参
観
。夜
光
杯
工
場
で
は
一
人
一
日
十
個
を
加
工
し
、月
給
は
三
〇
〇
元（
一

元
十
一
円
）
と
か
。
酒
泉
で
は
、
Ｎ
さ
ん
と
夜
光
杯
で
葡
萄
酒
で
乾
杯
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
付
民

老
師
の
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜
中
ま
で
飲
み
歩
き
、
つ
い
に
約
束
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

８
月
６
日
（
日
）
酒
泉
―
嘉
峪
関

酒
泉
の
朝
、
七
時
、
気
温
二
〇
度
、
湿
度
六
十
二
％
。

今
日
は
、最
初
の
予
定
で
は
今
回
の
ル
ー
ト
で
は
嘉
峪
関
ま
で
の
約
二
〇
キ
ロ
と
一
番
短
い
行
程
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
予
定
を
変
更
し
て
、
嘉
峪
関
市
内
を
通
り
過
ぎ
て
、
上
海
か
ら
三
〇
〇
〇
キ
ロ
の
地
点
ま
で
進
む
。

今
日
の
走
行
距
離
約
五
十
三
キ
ロ
走
り
、
嘉
峪
関
ま
で
戻
り
、
城
楼
前
の
野
外
の
木
陰
で
昼
食
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

マ
ン
ト
ウ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ジ
ャ
ム
、
練
乳
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
。
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
丸
か
じ
り
。
そ
れ
で
も
け
っ
こ
う
う
ま
か
っ
た
。

ち
な
み
に
一
日
に
ス
イ
カ
は
最
低
五
回
（
夜
、
昼
、
お
や
つ
三
回
）
は
食
べ
た
。

昼
食
後
、
万
里
の
長
城
の
西
端
、
嘉
峪
関
城
楼
を
見
学
し
て
、
市
内
の
長
城
賓
館
に
泊
ま
る
。
こ
の
賓
館
の

客
は
、
圧
倒
的
に
日
本
人
ツ
ア
ー
客
だ
。
食
事
も
す
っ
か
り
日
本
風
の
中
華
だ
。

８
月
７
日
（
月
）
嘉
峪
関
―
玉
門
鎮

嘉
峪
関
の
朝
、
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
気
温
二
十
一
度
、
湿
度
五
十
四
％
。
爽
や
か
だ
。
ポ
プ
ラ
並
木
の
葉

が
す
で
に
黄
色
く
な
り
、
朝
日
に
輝
い
て
い
る
。
庭
に
は
秋
桜
が
咲
き
秋
の
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

賓
館
か
ら
バ
ス
で
昨
日
の
地
点
（
上
海
か
ら
三
〇
〇
〇
キ
ロ
の
地
点
）
ま
で
行
き
、玉
門
市
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
。
道
の
両
側
は
、
砂
砂
漠
と
禿
山
だ
け
が
延
々
と
続
く
。
最
初
の
予
定
で
は
今
日
は
一
四
〇
キ
ロ
く
ら
い
の
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走
行
だ
っ
た
が
、
昨
日
今
日
の
分
ま
で
走
っ
て
い
る
の
で
、
多
分
一
〇
〇
キ
ロ
以
内
だ
ろ
う
。

昼
食
の
頃
に
な
っ
た
が
、
昼
食
で
き
そ
う
な
場
所
が
な
い
。
そ
の
う
ち
に
追
い
風
か
ら
横
風
に
な
り
、
砂
嵐

風
の
よ
う
な
砂
漠
風
が
吹
き
始
め
た
。
砂
漠
ら
し
い
が
、ち
ょ
っ
と
気
が
か
り
だ
。
底
窩
鋪
と
い
う
駅
前
に
二
、

三
軒
の
家
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
列
車
を
改
造
し
た
食
堂
の
席
だ
け
借
り
て
、
熱
風
を
避
け
て
持
込
で
昼
食
。

こ
の
付
近
で
は
、
こ
の
程
度
の
砂
の
舞
う
風
は
日
常
の
も
の
だ
と
い
う
。
気
温
三
十
五
度
、
湿
度
二
十
六
％
。

持
ち
込
ん
で
食
べ
た
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
。
マ
ン
ト
ウ
、
ゆ
で
卵
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
。
沙
漠
の
太
陽
の
強
烈
さ
と
日
陰
の
有
難
さ
を
痛
感
。

三
時
過
ぎ
、
約
九
十
七
キ
ロ
走
っ
て
玉
門
市
に
到
着
。
玉
門
市
第
二
招
待
所
・
玉
門
賓
館
に
泊
ま
る
。
部
屋

に
よ
っ
て
は
シ
ャ
ワ
ー
も
ト
イ
レ
の
水
も
出
な
い
。
初
め
て
銭
湯
な
ら
ぬ
銭
シ
ャ
ワ
ー
な
る
も
の
を
体
験
。

賓
館
と
は
名
ば
か
り
で
、
本
来
は
招
待
所
。
但
し
、
室
温
二
十
五
度
、
湿
度
七
〇
％
で
ク
ー
ラ
ー
な
し
で
快

適
。
夕
食
後
の
フ
ル
ー
ツ
に
ハ
ミ
瓜
が
登
場
。
昨
日
ま
で
は
ス
イ
カ
だ
っ
た
。

夜
九
時
過
ぎ
市
内
一
時
停
電
！
懐
か
し
い
？
み
ん
な
外
へ
出
て
、
半
月
を
眺
め
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
の
夜

を
楽
し
ん
で
い
た
。

８
月
８
日
（
火
）
玉
門
鎮
―
双
塔

玉
門
市
、
標
高
一
五
七
五
メ
ー
ト
ル
。
朝
六
時
半
、
気
温
二
十
四
度
、
湿
度
六
〇
％
。

出
発
直
前
に
パ
ン
ク
発
見
。
前
田
さ
ん
に
チ
ュ
ー
ブ
交
換
し
て
も
ら
い
、
無
事
出
発
。
昨
日
は
な
ん
の
異
常

も
無
か
っ
た
の
に
。
走
行
前
で
不
幸
中
の
幸
い
。

八
時
前
に
双
塔
へ
向
け
て
出
発
。
ま
ず
進
路
は
北
、横
風
。

上
海
か
ら
の
距
離
三
一
〇
五
キ
ロ
地
辺
り
か
ら
道
は
西
に
向

う
。
東
南
東
の
風
、
追
い
風
と
な
り
道
も
や
や
下
り
気
味
。

し
か
も
ほ
ぼ
一
直
線
、
全
員
が
快
調
に
飛
ば
す
飛
ば
す
。
ま

さ
に
飛
車
（
フ
ェ
イ
チ
ャ
ー
）
だ
！

十
時
四
〇
分
、
か
っ
て
の
オ
ア
シ
ス
橋
湾
城
跡
到
着
。

オ
ア
シ
ス
も
祁
連
山
脈
か
ら
の
水
脈
の
流
れ
が
変
わ
る
と

再
び
砂
漠
に
戻
る
と
い
う
証
拠
が
こ
こ
に
あ
る
。
枯
れ
た
大

木
に
か
っ
て
の
面
影
を
見
る
。
そ
の
後
、
約
七
十
三
キ
ロ
地

点
で
、
道
端
で
昼
食
。

日
陰
は
バ
ス
の
横
に
わ
ず
か
し
か
な
い
。気
温
三
十
四
度
、

湿
度
四
〇
％
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
乾
パ
ン
風
菓
子
、
ゆ
で
卵
二
個
（
Ｙ
さ
ん

の
を
も
ら
て
三
個
食
べ
た
）、
ト
マ
ト
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
。
キ
ュ
ウ
リ
な
し
。
も
う
食
欲
の
な
い
人
は
食
べ
る
も

の
が
な
い
。
声
も
な
く
た
だ
水
を
流
し
こ
む
が
、
マ
ン
ト
ウ

を
一
つ
だ
け
食
べ
た
ら
良
い
ほ
う
だ
。


